
　
　
　
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　

響
を
受
け
て
い
る
文
化
芸
術
活
動
を

　

支
援
す
る
た
め
、
市
民
文
化
事
業
団

　

の
助
成
事
業
に
必
要
な
経
費
２
億
５

　

０
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に

　

伴
う
給
付
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た

　

め
、
必
要
な
経
費
７
億
５
６
２
４
万

　

８
千
円
を
追
加
す
る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

　

防
止
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

　

う
経
費
57
億
５
１
９
５
万
４
千
円
を

　

追
加
す
る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　

響
を
受
け
た
市
内
中
小
企
業
の
資
金

　

調
達
を
支
援
す
る
た
め
、
資
本
性
ロ

　

ー
ン
を
利
用
す
る
事
業
者
に
対
す
る

　

利
子
相
当
額
の
助
成
に
要
す
る
経
費

３
億
５
０
０
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

・
県
か
ら
の
営
業
時
間
短
縮
の
協
力
要

　

請
を
受
け
た
国
分
町
と
一
番
町
四
丁

　

目
エ
リ
ア
に
お
け
る
飲
食
店
等
を
支

　

援
す
る
た
め
、
消
費
を
促
進
す
る
プ

　

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
等
に
要

　

す
る
経
費
２
億
４
４
８
３
万
２
千
円

　

を
追
加
す
る
も
の

・
県
か
ら
の
営
業
時
間
短
縮
の
協
力
要

　

請
等
の
影
響
を
受
け
て
売
上
が
減
少

　

し
た
中
小
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業

　

継
続
に
向
け
た
支
援
金
を
支
給
す
る

　

経
費
10
億
４
８
０
０
万
円
を
追
加
す

　

る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　

響
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
交
流
人

　

口
の
回
復
を
図
る
た
め
、
市
内
へ
の

誘
客
お
よ
び
宿
泊
を
促
進
す
る
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン
等
の
拡
充
に
要
す
る
経
費
３

　

億
２
０
０
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

・
国
の
令
和
２
年
度
第
３
号
補
正
予
算

　

に
係
る
補
助
事
業
認
証
決
定
見
込
み

に
よ
り
、
道
路
改
築
等
に
必
要
な
経
費

14
億
１
８
１
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

・
ス
マ
ー
ト
専
門
高
校
の
実
現
を
図
る

　

た
め
、
仙
台
工
業
高
校
に
最
先
端
の

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育

　

装
置
の
整
備
に
要
す
る
経
費
４
３
９

　

６
万
５
千
円
を
追
加
す
る
も
の

「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
」
の
改
正

を
考
慮
し
、
第
一
号
通
所
事
業
に
係
る

利
用
料
金
の
上
限
額
を
改
定
す
る
も
の

「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
」
の
改

　

正
に
伴
い
、
保
険
料
の
減
額
の
基
準

と
な
る
額
の
算
定
方
法
を
改
め
る
も
の

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

　

の
各
年
度
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険

　

者
の
保
険
料
率
を
定
め
る
と
と
も
に
、

　

「
介
護
保
険
法
施
行
令
」
の
改
正
に

　

伴
い
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
算

　

定
方
法
を
改
め
る
も
の

　

浴
槽
内
の
湯
水
の
消
毒
に
係
る
措
置

　

の
基
準
を
改
め
る
と
と
も
に
、
所
要

　

の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

男
女
の
混
浴
、
浴
槽
の
構
造
設
備
お

　

よ
び
浴
槽
内
の
湯
水
の
消
毒
に
係
る

　

措
置
の
基
準
を
改
め
る
と
と
も
に
、

　

所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

長ち
ょ
う
き
じ
ょ
う

喜
城
東
地
区
計
画
の
区
域
内
の
建

　

築
物
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
も
の

東
北
本
線
東
仙
台
・
岩
切
間
余あ

ま
る
め目

こ

　

線
橋
拡
幅
工
事

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
お
よ
び
エ
ル
・

ソ
ー
ラ
仙
台
等
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の

福ふ
く
だ田

洋ひ
ろ
ゆ
き之

花は
な
ぶ
ち渕

浩こ
う
じ司

山や
ま
ぐ
ち口

哲て
つ
お男

今定例会に提出された議案 73 件
全てが可決され、成立しました（８
面の会派別議案賛否一覧表をご参
照ください）。以下、成立した議案
の一部を紹介します。
　なお、予算等の審査については、
６・７面をご覧ください。

四し
か
ま竃

亮り
ょ
う
し
ん真　

　
　

宇う

べ部

雄ゆ
う
す
け介

菅す
が
わ
ら原

純じ
ゅ
ん
い
ち一　

　
　

櫻さ
く
ら
ば場

直た
だ
し志

妹せ
の
お尾

信の
ぶ
こ子　

　
　

窪く
ぼ
た田

一か
ず
こ子

橋は
し
か
わ川　

か
ず
子こ　
　

中な
か
つ
じ辻

晶あ
き
こ子

森も
り
や
ま山

博ひ
ろ
し　

　
　
　

高た
か
は
し橋

洋よ
う
こ子

本ほ
ん
だ田　

み
ど
り

　

３
月
８
日
、
本
会
議
に
お
い
て
、
第

66
号
議
案
ほ
か
２
議
案
が
追
加
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
月
13
日
に
発
生
し
た
福

島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、

被
害
が
生
じ
た
施
設
の
復
旧
費
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
議
案
に
対
し
て
、
自
由
民
主
党

の
松
本
由
男
議
員
、
日
本
共
産
党
仙
台

市
議
団
の
ふ
る
く
ぼ
和
子
議
員
、
社
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
市
議
団
の
石
川
建
治
議
員
、

市
民
と
未
来
の
た
め
に
の
伊
藤
ゆ
う
た

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

endai city assemblyendai city assembly

  

endai city assemblyendai city assembly

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安
を
し

っ
か
り
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
。
接
種

体
制
な
ど
、
国
の
通
知
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
市
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　

医
療
従
事
者
確
保
や
接
種
の
利

便
性
を
踏
ま
え
、
診
療
所
で
の
個
別
接

種
と
集
団
接
種
を
組
み
合
わ
せ
た
体
制

で
行
う
な
ど
、
市
民
が
安
心
し
、
円
滑

な
接
種
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　

地
元
経
済
団
体
か
ら
音
楽
ホ
ー

ル
の
立
地
は
定
禅
寺
通
周
辺
が
望
ま
し

い
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
県
民
会
館

跡
地
を
活
用
し
、
音
楽
ホ
ー
ル
等
整
備

を
検
討
す
る
な
ど
、
市
長
と
知
事
の
連

携
協
力
に
よ
り
課
題
解
決
を
図
る
べ
き
。

　
　
　

本
市
が
主
体
的
に
県
民
会
館
移

転
後
の
土
地
の
利
活
用
を
検
討
し
た
い

こ
と
を
知
事
に
も
直
接
伝
え
、
共
に
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
音
楽
ホ
ー
ル

の
建
設
地
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
や

厳
し
い
経
済
状
況
も
踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

○
時
短
要
請
の
総
括
と
今
後
の
想
定

○
経
済
対
策
第
６
弾
の
狙
い
と
効
果

○
保
健
所
体
制
強
化
と
危
機
管
理
局

○
新
仙
台
市
基
本
計
画
の
確
実
な
実
行

○
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
投
資
を
確
保

　

し
つ
つ
財
政
基
盤
の
確
立
を

○
い
じ
め
対
策
と
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
取
り
組
み
、
35
人
以
下
学
級
の
効
果

○
（
仮
称
）
仙
台
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

○
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
整
備

○
仙
台
城
大
手
門
復
元
期
間
の
短
縮
化

○
市
民
や
地
域
経
済
へ
継
続
的
に
プ
ラ

　

ス
と
な
る
ガ
ス
事
業
民
営
化

○
青
葉
区
北
部
を
カ
バ
ー
す
る
消
防
出

　

張
所
の
改
修
時
期
と
救
急
隊
配
備

○
市
長
公
約
の
達
成
状
況
と
自
己
評
価

　
　
　

　
　
　

新
仙
台
市
基
本
計
画
は
、
本
市

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
よ
み
が
え
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た
ス
タ
ー

ト
を
切
る
基
盤
と
な
る
。
計
画
に
込
め

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
に
伺
う
。

　
　
　
計
画
に
は
、
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
防
災
環
境
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
を
受
け
、
社
会
変

化
に
適
応
し
な
が
ら
本
市
の
強
み
を
磨
き

上
げ
、
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
視
点
を

追
加
し
た
。
安
全
安
心
の
基
盤
を
強
固
に

し
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ま
と
さ
ま
ざ
ま
な

危
機
を
乗
り
越
え
る
不
断
の
努
力
を
続
け
、

社
会
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
よ
り
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
　
　
震
災
10
年
の
節
目
に
、
震
災
を
風

化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
「
仙
台
防
災
枠
組
」
が
採
択
さ
れ

た
防
災
環
境
都
市
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
関
し
て
も
、
同

様
の
国
際
指
針
を
発
信
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
震
災
の
経
験
や
教
訓
の
世
代
を
超

え
た
継
承
や
国
内
外
へ
の
発
信
の
継
続
に

加
え
、
本
市
の
震
災
体
験
を
踏
ま
え
た

「
災
害
文
化
」
の
醸
成
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
内
外
か
ら
選
ば
れ
、
市
民
が
誇
り
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
対
策
の
国
際
指
針
は
意
義
が
あ
る

が
、
本
市
の
感
染
拡
大
を
抑
え
社
会
経
済

活
動
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
最
優
先
と
し

な
が
ら
、
国
際
的
な
動
向
を
注
視
し
た
い
。

○
市
職
員
か
ら
見
た
市
長
の
評
価

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題

○
新
環
境
基
本
計
画

○
新
年
度
予
算
・
今
後
の
財
政
見
通
し

○
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
延
伸

　
　
　

奥
山
前
市
長
は
、
東
日
本
大
震

災
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
立
ち
向
か

い
、
前
代
未
聞
の
復
興
事
業
を
軌
道
に

乗
せ
、
仙
台
防
災
枠
組
は
国
際
的
な
防

災
指
針
に
な
っ
て
い
る
。
市
長
に
、
そ

の
評
価
を
伺
う
。

　
　
　

前
市
長
は
現
行
の
市
基
本
計
画

策
定
後
に
大
震
災
が
発
生
し
、
復
旧
・

復
興
を
最
優
先
に
市
政
の
か
じ
取
り
を

行
っ
た
。
未
曽
有
の
被
害
か
ら
復
興
へ

の
道
筋
を
付
け
、
東
西
線
な
ど
復
興
後
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
点

を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

基
盤
と
し
て
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
き
た
。

　
　
　

市
内
事
業
者
に
と
っ
て
、
公
的

支
援
の
切
れ
目
が
倒
産
・
廃
業
日
と
な

っ
て
は
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
た
経
済
施
策
を
求
め
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
後
の
経
済
対
策
と
し
て
、

感
染
状
況
が
一
定
程
度
落
ち
着
い
て
き

た
段
階
で
、
商
店
街
の
割
増
商
品
券
発

行
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
業

態
転
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
な
ど

の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
す
る
事

業
者
を
支
援
す
る
、
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
経
済
施
策
を

実
施
し
た
い
。

○
介
護
保
険
の
新
た
な
保
険
料

○
市
民
の
痛
み
に
寄
り
添
う
お
く
や
み

　

コ
ー
ナ
ー
の
区
役
所
へ
の
設
置

○
今
こ
そ
文
化
芸
術
振
興
に
対
す
る
本

　

市
の
姿
勢
を
示
す
べ
き

○
地
域
町
内
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け

　

た
令
和
３
年
度
事
業
の
実
効
性

○
水
道
事
業
、
ガ
ス
事
業
の
安
心
と
安
全

　

を
守
り
抜
く
両
事
業
管
理
者
の
決
意

　
　
　

　
　
　
那
須
塩
原
市
で
は
、
希
望
す
る
市

民
に
唾
液
採
取
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
無
症
状
者
を
早
期

発
見
し
、
感
染
再
拡
大
阻
止
の
た
め
の
積

極
的
な
施
策
が
望
ま
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

感
染
拡
大
防
止
に
は
、
積
極
的

疫
学
調
査
の
確
実
な
実
施
と
市
民
等
の

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
が
何
よ
り
大
切
。

今
般
、
新
た
に
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の

地
域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
が
、

引
き
続
き
、
必
要
な
体
制
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
基
本
的
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　
　

35
人
以
下
学
級
の
拡
充
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
の
本
格
化
に
よ
り
、
教
員
数

と
資
質
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。
毎
年
、

育
休
等
の
取
得
で
教
員
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
勤
講
師
等
で
補

充
せ
ず
、
優
秀
な
若
手
講
師
の
本
採
用

を
含
め
、
必
要
な
教
員
数
を
確
保
す
べ
き
。

　
　
　

本
市
で
は
、
児
童
生
徒
数
等
を

推
計
し
、
国
庫
負
担
の
範
囲
内
で
正
規

教
員
を
採
用
し
て
い
る
。
育
休
等
に
よ

る
不
足
に
は
、
講
師
の
任
用
で
対
応
し

て
い
る
が
、
講
師
を
含
め
た
教
員
全
体

の
資
質
・
能
力
向
上
と
と
も
に
、
年
央

で
の
正
規
職
員
採
用
等
も
進
め
て
い
く
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
活
動
の
低
下

に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
を
想
定
し
た

　

前
向
き
で
抜
本
的
な
事
業
の
見
直
し

○
保
健
所
の
増
員
に
よ
る
体
制
強
化

○
介
護
従
事
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
高
齢
者
と
同
順
位
に
す
べ
き

○
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
場
所
へ
来
所
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
等
へ
の
対
応

○
商
店
街
に
属
し
て
い
な
い
飲
食
店
に

　

対
す
る
割
増
商
品
券
の
発
行
支
援

　
　
　

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
の
要
と
し

て
、
医
療
体
制
の
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
専
門
病
院
化
や
病
院
同
士
の

機
能
分
担
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
も
、
県
や
医
療
機
関

等
と
連
携
し
て
、
入
院
病
床
や
重
症
患

者
用
の
病
床
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た

ほ
か
、
新
た
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の

回
復
後
も
入
院
が
必
要
な
患
者
の
転
院

調
整
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
転
院
先
と

な
る
後
方
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
確
保

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
県

や
医
療
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
必

要
な
医
療
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
に
当
た

り
、
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
で
示
さ
れ

た
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
や
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
機

関
の
連
携
に
よ
る
体
制
づ
く
り
を
。

　
　
　

　
　
　

国
が
示
す
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
本
市
で
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
位
置
付
け
て
い
る

区
役
所
等
と
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

相
談
支
援
機
関
と
の
連
携
を
、
よ
り
緊

密
に
し
な
が
ら
、
各
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

○
施
政
方
針
に
み
る
市
長
の
政
治
姿
勢

○
財
政
硬
直
化
の
懸
念
と
見
通
し

○
回
遊
性
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
新
環
境
基
本
計
画
に
お
け
る
公
害
問
題

○
次
期
介
護
保
険
制
度
の
問
題
点

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
在
り
方

○
副
市
長
３
人
体
制
の
検
討

　
　
　

　
　
　

市
独
自
の
施
策
で
あ
る
時
短
要

請
等
関
連
事
業
者
支
援
金
は
、
前
年
同

月
比
50
％
減
要
件
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

ま
た
、
１
月
の
宿
泊
者
数
が
前
年
同
月

と
比
べ
８
割
以
上
も
減
少
し
た
作
並
地

区
な
ど
、
今
現
在
経
営
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
宿
泊
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
す
べ
き
。

　
　
　

支
援
金
は
、
時
短
要
請
の
長
期

化
等
に
よ
り
多
様
な
業
種
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
売
り
上
げ

減
少
に
苦
し
む
事
業
者
を
対
象
と
し
た
。

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
へ
は
、
制
度

融
資
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
に
加
え
、

保
証
料
補
給
な
ど
に
よ
り
、
事
業
継
続

を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
宿
泊
事
業

者
に
対
し
て
は
、
支
援
金
の
ほ
か
、
令

和
３
年
度
の
宿
泊
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
継
続
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

検
体
採
取
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
よ
う
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ

き
。
ま
た
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
分

科
会
の
提
言
を
受
け
て
出
さ
れ
た
国
の

事
務
連
絡
に
基
づ
き
、
高
齢
者
施
設
等

で
の
定
期
検
査
の
実
施
を
。

　
　
　

先
般
、
検
体
採
取
の
新
た
な
体

制
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の

地
域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
運

用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設

等
で
の
定
期
検
査
に
は
、
検
査
体
制
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
引
き
続
き
、

症
状
が
あ
る
場
合
の
迅
速
な
検
査
や
感

染
が
発
生
し
た
施
設
で
の
検
査
を
確
実

に
実
施
で
き
る
体
制
の
確
保
に
取
り
組
む
。

○
保
健
師
の
増
員
と
地
区
担
当
制

○
生
活
保
護
業
務
の
柔
軟
な
対
応
と
運
用

○
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
給
食
費
の
支
援

○
被
災
者
支
援
と
復
興
に
対
す
る
考
え
方

仙台駅西口に立体都市公園整備を（画像
は渋谷区立宮下公園・渋谷区より提供）

身近な自然の素晴らしさの再認識を
（スプリングバレー仙台泉）

文化芸術活動は本市の大切な財産
（仙台フィルハーモニー管弦楽団）

（仮称）せんだい支えあいのまち推進
プラン（中間案）の支援体制イメージ

経営に苦しむ宿泊事業者への支援拡充を
（写真は作並温泉の観光パンフレット）

ＰＣＲ検査の検体を提出する様子
（写真提供　那須塩原市）


